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１．定例会議

◎ 役 員 会   ９月２４日（水）

        
《報告》１．委員会の委員長報告

企画・運営・組織検討委員会における協議内容を報告し、了承されまし

た。

    ２．８月２７日開催の秋田市建設工事検査の技術講習会について事務局より報告

がありました。

    ３．８月２９日開催の平成２０年度秋田市総合防災訓練について事務局より報告

があり了承されました。

《議題》１．準会員の入会について

        ㈱住建トレーディングの入会について定款・規約・準会員入会審査基準

に基づき審議した結果、準会員入会審査の経営実績基準を満たしてなく、

不承認とすることに決定いたしました。

    ２．準会員の会員権継承について

        秋田ニチレキ㈱の会員権継承について規約第４条に基づき審議した結果

承認されました。

    ３．正会員の退会について

        北日本開発コンサルタント㈱の退会について定款第９条に基づき審議し

た結果承認されました。

    ４．平成２０年度道路除排雪事業についての意見交換会

        秋田市建設部と９月３０日に開催の意見交換について三役ほか１３会員

が出席することにいたしました。

    ５．会員研修視察について

        １０月２３日・２４日築館・栗駒地区震災復興現場を視察することにい

たしました。

    ６．秋田市建設業協会災害対策本部案 ・災害対策特別委員会案 について

        ７地区割案 や本部員・委員会班長、副班長案等の説明があり了承され

ました。

        なお、本部規約案、委員会運営規程案 については、近く委員会を開催

し協議することにいたしました。

    ７．その他

○ 企画委員会 案 のとおりボランティア活動事業として秋田駅西口バス乗

り場へ秋田杉ベンチを設置する案 で計画を進めることに決定しました。

○ 運営委員会 案 のとおり駐車場の借り上げ料が多額なので２１年度から

借り上げを中止することで土地所有者と交渉を進めることに決定いたし

ました。
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◎ 企画委員会   ９月３日（水）

◎ 運営委員会   ９月１７日（水）

《議題》１．会員研修視察について

１０月２３日木・２４日 金の一泊二日で、築館・栗駒地区震災復興現

場等を研修視察することにいたしました。

    ２．除排雪安全祈願祭について

１１月１７日月 大安シャインプラザ平安閣秋田で開催、午後５時３０

分から神事、午後６時から懇談会を９月２４日の役員会で決定していただ

くことにしました。

    ３．ボランティア活動について

        秋田駅西口バス乗り場の秋田杉活用修景整備の一環として、秋田杉のベ

ンチを設置することについて９月２４日の役員会に諮ることにいたしまし

た。

    ４．その他

        公益法人制度改革・入札制度等について意見交換しました。

《議題》１．準会員の入会について

        ㈱住建トレーディングの入会について、定款第７条及び規約第３条並び

に準会員入会審査基準 平成１５年６月２３日施行 に基づき審議した結果、

準会員入会審査基準の経営実績基準を満たしていないので運営委員会とし

て不承認とし、９月２４日の役員会で審議し決定していただくことにいた

しました。

    ２．準会員の会員権継承について

        秋田ニチレキ㈱の会員権継承について規約第４条に基づき審議した結果、

運営委員会として了とし役員会に付議することにいたしました。

    ３．正会員の退会について

        北日本開発コンサルタント㈱の退会について、定款第９条に基づき審議

した結果、運営委員会として了とし、役員会に付議することにいたしまし

た。

    ４．協会の運営について

        平成２０年度の収支予算の収入・事業費・管理費の科目別詳細な内訳に

ついて事務局説明後、主な科目について検討・協議した。

また、平等割会費・実績割会費率についても１０月の運営委員会で協議・

検討することにいたしました。

なお、駐車場の借り上げについては、賃貸料が 円と多額であり、

総合的に判断すると 年度から借用を中止すべきであるとの意見で一致

しました。
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２．行事報告

３．部会の活動

《建  功  会》

《除排雪事業についての市との意見交換会》

【建築部会】   

◎ 月例研修会  ９月５日（金）

【土木部会・建築部会合同】   

◎ ゴルフコンペ  ９月２６日（金）

恒例の建功会懇談会を９月１９日(金)午後５時より、ふきみ会館で開催いたしました。

  本会は現会員で６５歳以上の方、並びに元会員で会の主旨に賛同する方、及び協会三

役で構成されております。

  当日の建功会は、加賀屋哲雄会長の挨拶、事務局からの事業・収支報告、監査報告、

引き続いての懇親会は石川忠治様の乾杯の音頭で開会し、なごやかな雰囲気の中で１１

名の参加者が楽しいひと時を過ごしました。

  ９月３０日午前１０時３０分から協会会議室において市役所から 名、協会から

名が出席し「平成２０年度除排雪事業の概要等について」意見交換並びに協会からも数

項目について要望しました。

午前１１時から協会大会議室において、２５名参加し秋田市市勢活性化推進本部

佐々木亨氏を講師として「秋田市中心市街地活性化基本計画」の概要について研修

しました。

    秋田椿台カントリークラブで開催のゴルフコンペには１２名、懇談会には１７名

が参加しました。

成績は以下のとおりです。

優 勝  伊 藤   満(伊藤工業㈱)

準優勝  桜 田 重 義(㈱雄和興業)

３ 位  加賀屋 賢 二(㈱加賀屋組)
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４．上半期工事受注高

    平成２０年９月３０日現在
              単位：円

       種       別 ２０年度 １９年度 対前年度比％

 
 
 
 

道路(舗装除く) 631,056,000 651,263,000 -3.1％

舗装 231,973,000 281,630,000 -17.6％

河川 1,578,000 0 皆増

上下水道 712,863,000 743,209,000 -4.1％

都市開発(街路・公園) 59,411,000 42,244,000 +4.1％

区画整理 131,532,000 25,501,000 415.8％

農業・林業 48,442,000 188,949,000 -74.4％

その他(学校他) 37,278,000 119,415,000 -68.8％

計 1,854,133,000 2,052,211,000 -9.7％

会員・準会員 1,230,263,000 1,267,103,000 -2.9％

非会員 623,870,000 785,108,000 -20.5％

 
 

学校 200,748,000 1,299,234,000 -84.5％

住宅 0 132,767,000 皆減

その他 218,749,000 172,872,000 -26.5％

解体 10,899,000 68,508,000 -84.1％

計 430,396,000 1,673,381,000 -74.3％

会員・準会員 262,355,000 1,423,999,000 -81.6％

非会員 168,041,000 249,382,000 -32.6％

合   計 2,284,529,000 3,725,592,000 -38.7％

会員・準会員 1,492,618,000 2,691,102,000 -44.5％

非会員 791,911,000 1,034,490,000 -23.4％

【受注区分別】    単位：百万円
種別 土   木 建   築

合計 比率％
区分 受注高 比率％ 受注高 比率％

20

会員・準会員 1,230 66.3％ 262 60.9％ 1,492 65.3％

非   会   員 624 33.7％ 168 39.1％ 792 34.7％

計 1,854 100.0％ 430 100.0％ 2,284 100.0％

19

会員・準会員 1,267 61.7％ 1,424 85.1％ 2,691 72.2％

非   会   員 785 38.3％ 250 14.9％ 1,035 27.8％

計 2,052 100.0％ 1,674 100,0％ 3,726 100.0％

   単位：百万円
２０年度受注高 １９年度受注高 対前年度比％

合   計 2,284 3,726 -38.7％

土

木

建

築

※ 前倒し工事の受注額は次年度へ参入
※
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